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転
び
や
す
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ら
… 

転
倒
予
防
に
つ
い
て 
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歳
の
せ
い
か
も
…
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
転
び
や
す
く
な

っ
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
も
歩
行
中
に
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
認
識
し
て
い

る
の
に
置
い
て
あ
る
も
の
や
、
敷
居
に
つ
ま
ず
い
た
。
こ
う
し
た
、
身
体
全
体
の
機
能

の
変
化
は
、
筋
力
低
下
と
い
う
加
齢
に
よ
る
衰
え
だ
け
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
頃
の
運
動
不
足
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
運
動
機
能
や
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
身
体
に
と
っ
て
必
要
な
栄
養
素
を
十
分
に
摂
っ
て
い
な
い
。

膝
や
腰
が
痛
く
て
か
ば
っ
て
歩
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
由
が
さ
ま
ざ
ま
に
重
な
っ
た

時
に
結
果
と
し
て
転
び
や
す
く
な
っ
た
り
、
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
る
と
い
う
よ
う
に
、

身
体
の
不
調
和
が
起
き
て
の
結
果
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

逆
に
、
自
分
自
身
の
身
体
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、
運
動
不
足
を
解
消
で
き
る
よ
う
に
、

普
段
の
生
活
の
中
で
出
来
る
こ
と
を
意
識
し
て
見
直
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
丈
夫

な
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
栄
養
素
を
と
れ
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
に
心
が
け
る
。
日
常
の
生
活
の
中
で
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
身
体
を
動
か
す
事

を
少
し
で
も
実
行
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

転
ん
で
骨
折
し
て
、
入
院
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
そ
の
後
歩
き
づ
ら

く
な
っ
て
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
も
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
生
活
が
不
自
由
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
も
転
倒
事
故
を
防
ぎ

た
い
も
の
で
す
。
転
倒
予
防
七
ヶ
条
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
を
覚
え
て
転
ば
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

  

転
倒
予
防
七
ヶ
条 

 

一
、 

歳
々
年
々
人
お
な
じ
か
ら
ず 

二
、 

転
倒
は
結
果
で
あ
る 

三
、 

片
足
立
ち
を
意
識
す
る 

四
、 

転
ば
ぬ
先
の
杖 

五
、 

無
理
な
く
楽
し
く
百
寿
ま
で 

六
、 

命
の
水
を
大
切
に 

七
、 

転
ん
で
も
起
き
れ
ば
い
い
や 

 
 

動
か
な
け
れ
ば
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
時
間
を
と

っ
て
運
動
し
な
く
て
も
、
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
・
お
出
掛
け
な
ど
、
日
常

生
活
の
中
の
動
け
る
場
面
で
、
し
っ
か
り
動
い
て
い
れ
ば
、
転
び
に
く
い
身

体
を
作
る
こ
と
も
出
来
る
筈
で
す
。 

 

最
後
に
、
転
倒
し
や
す
い
場
所
を
覚
え
て
お
け
ば
、
実
際
そ
い
う
場
所
に

来
た
時
に
は
、
転
ば
な
い
よ
う
に
注
意
出
来
ま
す
ね
。
濡
れ
て
い
る
場
所
は

滑
り
や
す
い
。
階
段
、
段
差
が
あ
る
所
に
さ
し
か
か
っ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
慎

重
に
。
片
づ
け
て
い
な
い
部
屋
は
つ
ま
ず
き
易
い
の
で
、
よ
く
歩
く
場
所
だ

け
で
も
、
整
理
整
頓
を
。
職
員
も
住
人
の
家
族
の
一
員
な
の
で
す
か
ら
一
緒

に
な
っ
て
、
こ
れ
ら
の
転
倒
予
防
に
配
慮
し
て
下
さ
い
。 
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五
月
四
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
「
豊
間
二
区
子
供
会
」

の
皆
様
が
元
気
に
御
神
輿
を
担
い
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今

年
で
五
回
目
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

            

五
月
十
日
（
日
）
に｢

母
の
日｣

を
祝
い
そ
れ
ぞ
れ
各
ユ
ニ

ッ
ト
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
家
族
会
様
か
ら
も
カ
ー

ネ
シ
ョ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

        

  

五
月
十
八
日
（
月
）
午
前
十
時
か
ら
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
入
居

者
様
三
名
と
三
崎
公
園
に｢

花
見｣

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
花

見
と
言
え
ば｢

さ
く
ら｣

が
定
番
で
し
た
が
、
あ
る
職
員
か
ら

三
崎
公
園
の｢

つ
つ
じ｣

も
綺
麗
だ
よ
と
話
が
あ
り
今
回
企
画

致
し
ま
し
た
。
写
真
で
ご
覧
に
な
っ
て
わ
か
る
様
に
と
っ
て

も
す
て
き
で
し
た
。
ま
た
、
展
望
台
に
行
っ
て
間
近
で
オ
ー

シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
を
楽
し
む
事
も
出
来
ま
し
た
。
潮
風
は
ま
だ

少
し
冷
た
か
っ
た
け
ど
、
大
満
足
で
し
た
。 

                  

  

五
月
十
三
日
（
水
）
午
前
と
午
後
に
別
れ
花
壇
に
花
植
え

を
行
い
ま
し
た
。
家
族
会
様
か
ら
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ユ
ニ

ッ
ト
ご
と
に
立
派
な
花
壇
を
作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

            

五
月
五
日
（
火
）
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た｢

ふ
き
む
き｣

を
行
い
ま
し
た
。
指
先
を
動
か
す
事
で
老
化
防
止
に
な
る
し
、

美
味
し
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。 

         

「
子
供
み
こ
し
」
が
や
っ
て
来
た
。 

 

｢

花
壇
づ
く
り｣ 

 
「
母
の
日
」
を
祝
っ
て 

 

｢

蕗
（
ふ
き
）
む
き｣ 

 

「
花
見
に
行
っ
て
来
ま
し
た
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 
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落
語
の
起
源 

 

落
語
の
起
源
は
、
仏
教
伝
来
後
、
巧
み
な
雄
弁
術
を
創

始
し
、
伝
承
し
続
け
た
説
教
僧
た
ち
が
行
う
説
教
が
起
源
に

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
落
語
や
講
談
の
よ
う
に
高
座
の

上
に
端
座
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
出
や
表
情
を
も
っ
て
扇
一

本
の
素
ば
な
し
で
行
う
話
芸
や
落
語
界
で
つ
か
う
「
高
座
」

｢

前
座
」
「
マ
ン
ダ
ラ
（
手
拭
い
）
」
「
師
匠
と
弟
子
」
「
一

席
・
二
席
」
「
中
座
読
み
」
「
修
羅
場
」
な
ど
の
用
語
は
、

す
べ
て
説
教
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
前
座
修
行
は
、

説
教
僧
の
方
々
が
仏
教
伝
来
の
こ
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
、
常
に
師
匠
に
随
行
し
て
厳
し
い
修
行
を
積
ん
で
い
た

こ
と
で
す
。
師
匠
に
随
行
し
て
技
術
と
心
を
会
得
す
る
修
行

の
方
法
は
、
仏
教
界
で
は
太
平
洋
戦
争
と
と
も
に
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
落
語
界
に
は
今
な
お
そ
の
仕
来
り
が
残

っ
て
い
ま
す
。 

「
落
語
」
と
は
、
「
は
な
し
」
の
末
尾
に
「
落
ち
（
サ
ゲ
）
」

が
つ
く
こ
と
で
、
江
戸
時
代
に
は
「
落
語
」
と
書
い
て
「
お

と
し
ば
な
し
」
と
読
ん
だ
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
「
落

し
噺
」
「
落
話
」
《
お
と
し
ば
な
し
》
な
ど
の
用
語
が
あ
り

ま
し
た
。
も
っ
と
も
江
戸
時
代
に
も
「
ら
く
ご
」
「
ら
く
ご

か
（
落
語
家
）
」
と
呼
ば
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
は
「
お
と
し
ば
な
し
」
あ
る
い
は
「
は
な
し
」
と
い
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
「
ら
く
ご
」
と
一
般
的
に
い
う
よ
う
に
な

っ
た
の
は
近
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
昭
和
に
な
っ
て
ラ
ジ

オ
放
送
で
急
激
に
普
及
し
た
も
の
で
す
。
「
古
典
落
語
」
と

い
う
こ
と
ば
も
昭
和
三
十
年
代
に
使
わ
れ
は
じ
め
、
四
十
年

代
に
入
っ
て
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

   

先
月
に
続
き｢

い
わ
き
寄
席｣

出
演
者
の
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
で
粋
な｢

手
ぬ
ぐ
い｣

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 金
原
亭 

馬
生 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
十
七
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
四
年
六
月
二
十
五
日 

他 

第
五
八
回
・
第
九
一
回
・
第
一
〇
四
回 

計
四
回
出
演 

      

※
十
一
代
目
を
襲
名
す
る
時
に
十
代
目
馬
生
師
匠
の
義
理

の
息
子
で
あ
る
、
中
尾
彬
さ
ん
が
描
か
れ
た
も
の
。
バ
シ

ョ
ウ
な
の
で｢

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音｣

か
ら
だ
そ
う

で
す
。 

 

古
今
亭 

志
ん
彌 

 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
六
十
九
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
七
月
二
十
四
日 

       

 

入
船
亭 

扇
遊 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
一
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
元
年
八
月
二
十
三
日 

他 

第
四
十
回
・
第
八
二
回 

計
三
回
出
演 

               

初
音
家. 

左
橋 

 

師
匠
の｢

手
ぬ
ぐ
い｣

で
す
。 

○
第
三
四
回
い
わ
き
寄
席 

平
成
七
年
四
月
二
十
七
日 

他 

第
七
十
回
・
第
七
三
回 

計
三
回
出
演 

      

「
落
語
の
豆
知
識
」
③ 

「
噺
家
の
粋
な
手
ぬ
ぐ
い
紹
介
」 

③ 

※この手ぬぐいのデザインは、師匠のファンという 

立体造形作家 岩城信嘉氏によるものです。 
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平
成
二
十
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
長
寿
医
療
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
伴
い
、
介
護
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
個
人
負
担
金
額
の
合
算
金
額
に
よ
り
、
基

準
金
額
を
上
回
っ
た
負
担
金
額
が
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。 

対
象
と
し
て
は
、
期
間
中
（
八
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

※
平
成
二
十
年
度
に
限
り
四
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日
）
に

七
十
五
歳
到
達
の
方
々
の
世
帯
で
の
介
護
保
険
お
よ
び
医
療

保
険
負
担
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

左
記
の
合
算
算
定
基
準
額
表
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。 

 

当
施
設
入
居
者
様
の
介
護
保
険
負
担
額
は
？ 

要
介
護
３
の
方
で
平
成
二
十
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十

一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
三
十
万
六
千
百
二
十
一
円
と
な

り
ま
す
。
ま
た
平
均
的
な
医
療
費
が
月
二
千
五
百
円
位
で

す
の
で
期
間
十
六
カ
月
分
の
四
万
円
を
加
え
ま
す
と
、
約
三

十
五
万
円
前
後
と
な
り
ま
す
。
も
し
同
じ
世
帯
に
対
象
と

さ
れ
る
配
偶
者
な
ど
の
方
が
居
ら
れ
ま
す
と
、
そ
の
分
も
加

算
出
来
ま
す
の
で
、
基
準
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
可
能
性
が
ご

ざ
い
ま
す
。
所
得
区
分
な
ど
詳
し
く
は
、
い
わ
き
市
役
所
後
期

高
齢
者
医
療
も
し
く
は
長
寿
介
護
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

     

現
在
、
食
事
代
と
居
住
費
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
間
所
得
二
六
六
万
円
以
下
の

世
帯
（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
）
の
方
に
つ
い
て
は
、
個
人

が
負
担
す
る
食
事
代
と
居
住
費
に
限
度
額
が
設
定
さ
れ
減

額
さ
れ
ま
す
。
個
々
の
負
担
限
度
金
額
を
決
定
す
る
の
は
、

所
轄
の
市
町
村
で
あ
り
、
減
額
を
認
め
ら
れ
た
方
に
は
、
市

町
村
長
よ
り
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
が
毎
年
六

月
三
十
日
で
す
の
で
、
今
度
更
新
の
手
続
き
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
入
居
者
様
の
更
新
手
続

き
は
、
昨
年
同
様
施
設
で
ま
と
め
て
行
い
ま
す
が
、
市
町
村

よ
り
出
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
平
成
二
十
年
度

世
帯
所
得
に
対
し
て
判
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
不
明

な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
直
接
所
轄
の
市
町
村
役
所

｢

長
寿
介
護
課｣

等
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

   

 ｢

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証｣

の
有
効
期
限
も

毎
年
七
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
入

居
者
様
の
現
住
所
に
直
接
送
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
自
宅
の
方
に
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
七
月
三

十
一
日
ま
で
に
望
洋
荘
に
お
持
ち
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。 

  

六
月
十
日
・
十
七
日
（
水
）
午
後
二
時
～ 

｢

お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ｣

 

六
月
二
十
三
日
（
火
）
午
後
二
時
～ 

 

永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ｣

 

六
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

父
の
日
を
祝
う
外
出｣

 

六
月
二
十
六
日
（
金
）
午
前
十
一
時
～ 

 

｢

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
演
奏｣

 

Ｂ
フ
ラ
ッ
ト 

六
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
一
時
～ 

 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

流
し
そ
う
め
ん｣

 

 

【
六
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

六
月 

 

七 
 

日
（
日
） 

 
 
 

薄 

磯 

佐
藤
ケ
サ
ヨ
様 

 

（
九
七
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
三 

日
（
火
） 

 
 
 

四 

倉 

有
田 

 

ミ
イ
様 

 

（
九
一
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
四 

日
（
水
） 

 
 
 

薄 

磯 

稲
村 

 

マ
サ
様 

 

（
九
七
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
四 

日
（
水
） 

 
 
 

豊 

間 

金
澤
ヒ
フ
ミ
様 

 

（
九
七
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
五 

日
（
木
） 

 
 
 

永 

崎 

大
橋
マ
キ
ヰ
様 

 

（
八
八
歳
）
誕
生
会 

六
月 

二
五 

日
（
木
） 

 
 
 

薄 

磯 

斉
藤 

 

祥
子
様 

 

（
七
七
歳
）
誕
生
会 

六
月 

三
〇 

日
（
火
） 

 
 
 

勿 

来 

国
分 

 

桂
子
様 

 

（
八
一
歳
）
誕
生
会 

           

H21.8.1 

から 

H22.7.31 

H20.4.1 

から 

H21.7.31 

期間 

 

所得区分 

67 万円 89 万円 
現役並み

所得者 

56 万円 75 万円 一般 

31 万円 41 万円 
低所得者 

Ⅱ 

19 万円 25 万円 
低所得者 

Ⅰ 

六
月
の
行
事
予
定 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
一
年
五
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て 

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
」 

の
更
新
に
つ
い
て 

「介
護
保
険
＆
医
療
保
険
」高
額
負
担
に
つ
い
て 


